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平成１９年度主要施策一覧 

平成１９年２月 

 

 

１．はぐくみ  文化・創造プラン（教育文化）   

（◎＝新規 ☆＝拡大） 
 
◎① 特別支援教育業務経費                １，０００千円 

LD(学習障害)や ADHD(注意欠陥・多動性障害)、高機能自閉症などの障害のあ

る児童・生徒の支援対策のため、専門家チームを組織し相談等のサポートを行う。 

また、巡回相談員を配置し、学校へ定期的に巡回することで教員に対する指導

助言を行う。 

 

◎② 児童安全対策費                      ６００千円 

不審者による事件防止のため、市公用車に貼付する防犯用ステッカーとボラ

ンティアパトロール員が着用する腕章を整備する。 

 

☆③ 放課後児童対策事業費               ７６，０００千円 

放課後児童クラブの開設状況 

平日：放課後～18 時 

土曜日、三期休業期：8 時半～18 時 

（開校記念日や学校行事等の振替休日にも開設） 

○平成 19 年度新規事業 

・放課後児童クラブを張碓小学校に新規開設 → 市内 25 カ所の小学校区で開設 

・特殊学級に在籍する４年生の受け入れを実施（５・６年生については試行に

よる受け入れ） 

 

◎④ 校舎等の整備                        ３０，８００千円 

・花園小、天神小（屋内運動場屋根改修事業費）      １３，３００千円 

・望洋台小（校舎暖房設備等改修事業費）         １５，０００千円 

・西陵中（擁壁改修事業費～平成 19 年度：地質調査等）   ２，５００千円 
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☆⑤ 室内水泳プール廃止後の対応策           ５２，０１２千円 

駅前第３ビル内の小樽市室内水泳プールを廃止（平成 19 年 6 月末日予定）す

ることから、当面の対策として高島小学校温水プールの改修と同小学校温水プ

ールで実施できない一部の水泳教室開催を民間に委託する。 

・高島小学校温水プール改修事業費                  ５０，０００千円 

トイレ、シャワー増設、プールフロア設置、外部改修工事等 

・水泳教室開催経費                          ２，０１２千円 

水中体操教室：週 2 回計 60 回を 2コース、定員各 40 人 

 

◎⑥ 情報教育等設備整備費                    １，０００千円 

各学校で利用するインターネット用ネットワークの安全を維持するため、機

器等を更新する。 

 

⑦ 重要文化財旧手宮鉄道施設修復事業費           １２１，４８２千円 

重要文化財旧手宮鉄道施設（機関車庫３号）の保存修理工事を平成 18 年度よ

り実施（平成 18・19 年度継続事業） 

 

⑧ 総合博物館関係経費                ２３，６４６千円 

旧小樽交通記念館施設を再整備し、博物館と青少年科学技術館の機能を統合

した新しい総合博物館を開館する（平成 19 年 7 月予定）。 

○整備事業費 

平成 18 年度：154,245 千円（実施設計、展示・内装工事、自動車館建築工事） 

平成 19 年度： 15,500 千円（中央ゲートフェンス等外構工事） 

・特別展開催経費：特別企画「銀河鉄道の夜」の上映など 

４，６４６千円 

・外灯・車両等維持補修費                        ３，５００千円 

 

◎⑨ アーティスト・バンクに係る施設使用料減免制度 

（減免制度のため予算措置なし） 

小樽市文化芸術振興条例第 15 条に基づき、登録アーティストが市の施設にお

いて文化芸術活動を行う場合、施設使用料の一部を減免する。 

・対象施設：小樽市民会館、小樽市民センターなど 11 施設 

・減免額：ホール及び会議室、展示室等の使用料（冷暖房料や備品等の付属設

備の使用料を除く）の１割 
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２．ふれあい福祉・安心プラン（市民福祉） 

 

①  福祉コミュニティ都市推進事業費               ２，０００千円 

平成 17 年 4 月に「杜のつどい」を開設し、高齢者の生きがいづくり、にぎわ

いの創出、世代間交流など、市民の交流連携事業を実施している。 

○主な事業：パソコン教室、認知症予防講座、子育て支援事業「杜ひろランド」 

 

☆②  児童手当経費（乳幼児加算の創設）            ７４５，０００千円 

平成 19 年 4 月(6 月支給分)から 3歳未満の児童に対する児童手当の月額を一

律 10,000 円に拡大して支給(現行～第 1子・第 2子 5,000 円、第 3子 10,000 円) 

※拡大分影響額：88,640 千円 

 

◎③ 休日保育事業費                        １，８７０千円 

日曜日及び祝日における保育所の開所を民間委託により実施する（平成 19 年

8 月から実施予定）。 

・対象：休日に保育を必要とする認可保育所に入所する児童 

・内容：通常保育と同じ時間帯（7：45～18:00）での保育 

・定員：20 人 

・場所：市内中央地区１カ所 

 

☆④ 感染症等予防対策事業                    ８５０千円 

・感染症等予防対策費                             ６００千円 

従来から行っているエキノコックスやエイズなど検査に加え、新たに性感

染症検体検査を実施する。 

・感染症危機対策ネットワーク事業費                    ２５０千円 

保健所と学校、高齢者施設、医療機関などとの間で、電子メールやファク

スを活用した感染症に関する情報の収集・共有を行う。 

 

◎⑤ 北海道後期高齢者医療広域連合負担金             ４２，６３８千円 

75 歳以上の高齢者及び 65 歳から 74 歳までの寝たきり等の方が加入する後期

高齢者医療制度が平成 20 年 4 月から開始される。本制度の資格管理、保険料の

賦課や保険給付については、道内全市町村で組織する広域連合により行うこと

となっており、その運営経費として負担する。 
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３．うるおい  生活・快適プラン（生活環境） 

 

◎① 防災意識啓発事業費（防災関係経費のうち）           ２００千円 

市ホームページを活用し、避難所や急傾斜地等を示した防災マップを電子デー

タにより提供するほか、町内会館等への掲示用として市内全域の防災マップを

各町内会へ配布する。 

 

☆② 家庭ごみ収集の完全委託化                    ２１６，０００千円 

平成 18 年度当初に直営 7 台＋委託 8.8 台の収集体制を、19 年度から 14.8 台

とし、すべて委託により実施する。また、冬季収集困難地区対策として 5 路線

拡大し、64 路線で実施する。 

 

③ 建築物の構造審査強化事業                    ７，１３５千円 

◎・構造計算適合性判定事業費                ６，７５７千円 

一定規模以上の建築物について指定判定機関へ委託し、構造計算の適合性の

審査を行う。 

・構造強度対策事業費                     ３７８千円 

市の確認審査において、一定規模以上の建築物について審査体制を強化す

るため、構造計算の再計算を行う大臣認定ソフトを導入・整備する。 

 

◎④ 防火衣整備事業費                         １１５千円 

災害現場活動における隊員の安全を確保し、迅速かつ的確な活動を行うため、

購入後 10 年以上経過した防火衣を整備する。 

・平成 19 年度購入数：123 着 

※備荒資金により購入（平成 19～23 年度で支払い） 

 

◎⑤ 携帯電話・ＩＰ電話 119 番緊急通報位置情報通知システム運用経費 

                      ４８０千円 

携帯電話やＩＰ電話からの緊急通報時に、発信者の位置情報を正確かつ迅速

に把握できるシステムを導入する。これにより現場到着までの時間短縮が可能

となり、火災の早期消火や要救護者の救命率向上を図る。 
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☆⑥ 北しりべし広域連合負担金                 ８２３，７５４千円 

平成 16～18 年度に整備した焼却施設及びリサイクルプラザが、19 年 4 月から

供用開始となる（総建設費：7,470,981 千円）。 

・焼却施設 処理能力：197ｔ/日 

・リサイクルプラザ 処理能力：73.8ｔ/5ｈ 

 

☆⑦ 市営住宅改善事業費                       ３９，５１９千円 

「小樽市公共賃貸住宅ストック総合活用計画」に基づき、市営住宅の計画的

な再生を図る。 

・道営若竹２号棟リモデル・耐震設計 

・住宅用火災警報器の整備  ほか 

 

⑧ 公営住宅建替事業費                      ５０１，２８１千円 

・オタモイ住宅 2号棟（5階建 50 戸） 

平成 19 年度：本体工事ほか（19 年度完成予定） 

 

◎⑨ 医療検査機器の更新                     １５７，５００千円 

市立小樽第二病院のコンピューター断層撮影装置を更新する（シングルスラ

イスＣＴ→64 列マルチスライスＣＴ） 

 

 

 

４．ゆたかさ 産業・活力プラン（産業振興） 

 

◎① 企業誘致促進事業費                       １，０００千円 

新たな企業の誘致促進を図るため、道内外の企業訪問を行い、本市のＰＲを

行う。 

 

② 商店街活性化支援事業費                     ２，５００千円 

商店街、市場等の商店街団体が活性化を目的に行う事業（空き店舗対策、イ

ベント実施、アドバイザー派遣）に対して支援する。 

 

③ 中心商店街元気づくり事業費                    ５００千円 

都通り・サンモール一番街・花園銀座の３商店街が連携して行う集客事業に

対して支援する。 
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◎④ 歩行者用案内板設置事業費                  ２２，０００千円 

増加する外国人観光客など多様な観光客へ対応できるよう、歩行者用案内標

識の多言語標記(日本語、英語、韓国語、中国語(繁体字・簡体字)、ロシア語)

のほか、ユニバーサルデザインの導入などにより安心して散策できる環境を整

える。 

・平成 19 年度設置予定数：20 基 

※平成 18 年度は国及び道により中央通に 9 基設置済 

 

⑤ 小樽教育旅行誘致促進実行委員会負担金             １，０００千円 

小樽市、小樽観光協会、民間事業者で実行委員会を組織し、誘致キャンペー

ンの実施やプロモーションツールを充実させることで、小樽への教育旅行誘致

促進を図る。 

 

⑥ 浜の改革推進事業費補助金                  １５，９４０千円 

小樽市漁業協同組合が行う祝津地区ホタテ貝養殖施設の老朽化に伴う施設改

良にかかる費用の 2 分の 1を補助する。 

 

 

 

５．にぎわい 都市・形成プラン（都市基盤） 

 

① 小樽公園再整備事業費（こどもの国ゾーン）        ４９，０００千円 

平成 17 年度に策定した「小樽公園再整備基本計画」に基づく小樽公園の再整

備のうち、平成 20 年度までにこどもの国ゾーンの整備を行う。 

・平成 18 年度：地形測量調査、遊具実施設計、こどもの国施設撤去工事 

・平成 19 年度：空の遊びの回廊（大型遊具）、大地の遊びの回廊（大型遊具）、

迷路築造ほか 

・平成 20 年度：プレーパーク、ターザンロープ、トイレほか 

 

② 国直轄工事費負担金（北防波堤）                ３０，０００千円 

・平成 17 年度まで：調査・設計、漁業補償、ブロック製作 

・平成 18 年度：ブロック製作（N＝242 個）、被覆工（L＝121.5ｍ／港内） 

・平成 19 年度：被覆工（L＝130ｍ／港内）、測量試験ほか 

※国直轄事業 平成 19 年度全体事業費 200,000 千円 

 

 



 - 7 -

③ 臨港道路新設改良事業費(小樽港縦貫線)            ６０，０００千円 

平成 8年度着工、19 年度完工予定  

・19 年度：本工事 L＝89ｍ（完成断面区間）、L＝142.93ｍ（摺付区間） 

 

④ 小樽運河浄化対策事業費                   ９０，０００千円 

・海域環境創造事業（北運河のしゅんせつ）        ６０，０００千円 

平成 13 年度着工、19 年度完工予定 

19 年度：しゅんせつ工：V＝2,460㎥、覆砂工：A＝2,000 ㎡ 

◎・港湾公害防止対策事業（南運河のしゅんせつ）      ３０，０００千円 

平成 19 年度着工、21 年度完工予定 

19 年度：しゅんせつ工：V＝800㎥、調査・設計一式 

 

◎⑤ 小樽駅前第３ビル周辺地区市街地再開発事業費補助金 

７１７，８００千円 

ＪＲ小樽駅前に、商業・住宅・宿泊機能を併せ持った複合ビルを建設するが

（平成 21 年 3 月完成予定）、その事業主体（小樽駅前第３ビル周辺地区市街地

再開発組合）に対し補助を行う。 

○施設概要（予定） 

 ・ホテル棟：地下 1階 地上 10 階（233 室） 

・住宅棟：地下 1階 地上 17 階（113 戸） 

・店舗：地下 1階 地上 1階 

・駐車場：機械式（164 台）、自走式（18 台） 
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６．そ の 他 

 

① 移住促進事業費                                  ３００千円 

団塊世代などを対象に小樽市への移住を促進するため、平成１７年７月から

専用ホームページにより情報提供を行っているほか、首都圏などで開催される

イベントに移住相談コーナーを設置するなどＰＲ活動を行う。 

○移住相談件数（延べ）及び移住決定件数 

・平成 17 年度（7月～ 3 月）：相談 59 件、移住決定 6件 

・平成 18 年度（4月～12 月）： 〃 41 件、  〃  4 件 

 

② 総合計画策定経費                         ２，４００千円 

現行の小樽市総合計画「市民と歩む 21 世紀プラン」の基本計画期間が平成 19

年度までとなっていることから、平成 20 年度中に次期総合計画の策定を行う。 

・平成 19 年度：審議会による協議、市民意向調査、素案に対する意見公募 

・平成 20 年度：基本構想・基本計画の決定 

 

◎③ 執行が予定される選挙にかかる経費 

１７５，０００千円 

・統一地方選挙(知事・道議)：平成 19 年 4 月 8日執行予定 ４２，０００千円 

・統一地方選挙(市長・市議)：平成 19 年 4 月 22 日執行予定 ８２，０００千円 

・参議院議員通常選挙：平成 19 年 7 月下旬執行予定     ５１，０００千円 

 

☆④ 指定管理者制度の拡大                 ２０４，２４９千円 

小樽市民会館、小樽市公会堂、小樽市民センター、小樽市銭函パークゴルフ

場、市営住宅（44 住宅）へ拡大して実施する。 

○導入施設数 

・平成 16 年度：2施設（小樽市鰊御殿ほか） 

・平成 17 年度：なし 

・平成 18 年度：26 施設（おたる自然の村、小樽市総合体育館ほか） 

 

 

 

 

 

 

 

 


